「京都版エコポイントシステム（仮称）」の導入シミュレーション
	◆ 導入当初の想定条件
· １世帯（４人家族）の家庭における平均年間排出量を4t-CO2と想定

· システム導入当初の参加世帯数を5,000世帯と想定

· システム参加による平均削減量を１割（400㎏-CO2）と想定

· １エコポイントを1㎏-CO2＝10円と設定

⇒　5,000世帯で年間200万エコポイント、2,000t-CO2、2,000万円


＜各主体のインセンティブの検証＞

◎家庭
· 平均削減量により発生する400エコポイント（4,000円）は家庭における省エネを進めるインセンティブとして十分か。

◎商店･公共交通機関
· エコポイントの付与が協力店舗での販売促進につながるか
· 2,000万円分のエコポイント使用が、商店･公共交通機関にどの程度のインパクトを与えるのか
⇒　商品単価の１割相当額にエコポイントが使用されたと仮定すると、２億円がエコポイント使用時に動くと推定される

◎企業

· エコポイント購入による自社排出量削減カウントに対する潜在的な需要はどの程度あるのか

· ⇒　1t-CO2＝１万円　で企業は購入できるかどうか

· 企業がエコポイント付商品を提供することによって、新たなエコ商品市場を立ち上げることができるか

· 企業の制度参加を広げるための仕組みは何か
